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１０６※ 徳島県政府調達苦情検討委員会設置要綱の 管財課

一部を改正する告示

１０７ 令和６年度徳島県一般会計補正予算（第８ 財政課

号）の要領を公表する件

１０８※ 知事の所轄に属する学校法人の行うことの こども未来政策課

できる収益事業の種類を定める件の一部を

改正する件

１０９※ 徳島県私立学校審議会の委員の定数を定め 同

る件の一部を改正する件

１１０ 介護医療院の廃止について届出があった件 長寿いきがい課

１１１ 大規模小売店舗立地法の規定による届出が 企業支援課

あった件

１１２ 土地改良区の定款の変更を認可した件 農山漁村振興課

１１３ 保安林の指定施業要件を変更する件 森林土木・保全課

１１４ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

１１５ 道路の供用を開始する件 同

１１６ 同 同

１１７ 電線共同溝を整備すべき道路を指定した件 道路整備課



【教育委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

２※ 教育職員免許に関する規則の一部を改正す

る規則

３※ 徳島県教育職員免許状再授与審査会規則

【公安委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

２※ 徳島県警察組織規則の一部を改正する規則



徳
島
県
告
示
第
百
六
号

徳
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

徳
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
（
平
成
八
年
徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
入
札
・
契
約
制
度
」
を
「
入
札
及
び
契
約
の
制
度
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
二

号
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七

年
二
月
十
二
日
徳
島
県
議
会
の
議
決
を
経
た
令
和
六
年
度
徳
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
の
要

領
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
企
画
総
務
部
財
政
課
、
県
庁
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
及
び
県
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
八
号

平
成
二
十
三
年
徳
島
県
告
示
第
百
八
十
号
（
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
行
う
こ
と
の
で
き
る

収
益
事
業
の
種
類
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

「
第
二
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
（
同
法
第
百
五
十
二
条

第
六
項
」
に
、
「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

一
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
五

十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
九
号

平
成
二
十
四
年
徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号
（
徳
島
県
私
立
学
校
審
議
会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
医
療
院
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

介
護
医
療
院

廃

止

の

届

出

開

設

者

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

の

受

理

日

三
加
茂
田
中
病
院
介
護
医
療
院

三
好
郡
東
み
よ
し
町
加
茂
一
八
八
三

医
療
法
人
静
可
会

介
護
医
療
院

令
和
七
年
一
月
三

令
和
七
年
二
月

番
地
四

十
一
日

二
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
百
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
及
び
添
付
書

類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
令
和
七
年
三
月
七
日
か
ら
同
年
七
月
七
日
ま

で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ｍ
ａ
ｃ
勝
浦
店

所
在
地

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
生
名
字
神
ノ
木
二
九
番
一
ほ
か

２

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者

の
氏
名氏

名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
大
屋

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
五
九
〇
番
地
二

伊
藤

慎
太
郎

３

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
大
屋

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
五
九
〇
番
地
二

伊
藤

慎
太
郎

４

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

令
和
七
年
十
月
十
八
日

５

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

一
、
二
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル

６

大
規
模
小
売
店
舗
の
概
要

届
出
事
項

概
要

施
設
の
配
置
に

駐
車
場

位
置

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

関
す
る
事
項

収
容
台
数

六
〇
台

駐
輪
場

位
置

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

収
容
台
数

三
〇
台

荷
さ
ば
き
施
設

位
置

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

面
積

一
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル

廃
棄
物
等
の
保

位
置

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

管
施
設

容
量

一
〇
・
六
四
立
方
メ
ー
ト
ル

施
設
の
運
営
方

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

午
前
九
時

法
に
関
す
る
事

小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

午
後
十
二
時

項

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌
日
の
午
前
零
時
三
十

で
き
る
時
間
帯

分
ま
で

駐
車
場
の
自
動

出
入
口
の
数

二
箇
所



車
の
出
入
口

位
置

縦
覧
に
供
す
る
添
付
書
類
に
示
す
と
お
り

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

二

届
出
年
月
日

令
和
七
年
二
月
十
七
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
勝
浦
町
企
画
交
流
課
並
び
に
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支

援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
三
月
七
日
か
ら
同
年
七
月
七
日
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

１

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
七
○
―
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
商
業
振
興
・
経
営
支
援
担
当

電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
六
七

２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業

支
援
課
及
び
勝
浦
町
企
画
交
流
課
並
び
に
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改

良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

土

地

改

良

区

の

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

認

可

年

月

日

小
松
島
市
横
須
町

令
和
七
年
二
月
十
三
日

和
田
島
土
地
改
良
区



徳
島
県
告
示
第
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
河
内
字
に
し
か
わ
ま
た
一
七
四
二
の
一
、
字
西
笹
見
一
八
三
一
、
字
は
や
ま
だ

に
一
七
一
九
、
字
東
笹
見
一
八
三
〇
の
一
、
大
字
中
村
字
清
水
一
五
四
の
四
、
一
六
〇
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
に
し
か
わ
ま
た
一
七
四
二
の
一
・
字
西
笹
見
一
八
三
一
・
字
は
や
ま
だ
に
一
七
一
九
・
字
東

笹
見
一
八
三
〇
の
一
・
字
清
水
一
五
四
の
四
・
一
六
〇
の
四
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
森
林
土
木
・
保
全
課
及
び
牟
岐
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
七
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

一
般
国
道

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路

線

名

区

間

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
木
屋
平
字
大
北
六
一
六
番
五

七
地
先
か
ら

旧

一
八
・
〇
～
二
七
・
六

一
三
四
・
七

同

六
一
六
番
一

四
九
二
号

四
地
先
ま
で

同

新

二
七
・
九
～
四
六
・
六

一
三
四
・
七



徳
島
県
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
七
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

一
般
国
道

延

長

路

線

名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
木
屋
平
字
大
北
六
一

六
番
五
七
地
先
か
ら

四
九
二
号

一
三
四
・
七

令
和
七
年
三
月
七
日

同

六
一

六
番
一
四
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
七
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
山
城
町
白
川
字
日
浦
込
四

１

六
四
番
一
地
先
か
ら

７

粟
山
殿
野

二
二
〇
・
二

令
和
七
年
三
月
七
日

２

同

四

五
九
番
五
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
十
七
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

路

線

名

区

間

徳
島
市
徳
島
町
城
内
六
番
八
一
地
先
か
ら

県
道

徳
島
鴨
島

同

下
助
任
町
四
丁
目
一
八
番
六
地
先
ま
で

徳
島
市
徳
島
本
町
三
丁
目
四
番
二
地
先
か
ら

県
道

沖
ノ
洲
徳
島
本
町

同

徳
島
本
町
二
丁
目
四
五
番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
規
則
（
平
成
元
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
免
許
状
失
効
者
等
に
係
る
免
許
状
の
再
授
与
の
出
願
）

第
十
一
条
の
二

法
第
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
免
許
状
の
再
授
与
を
願
い
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
二

条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
九
条
又
は
第
十
条
に
規
定
す
る
書
類
の
う
ち
当
該
再
授
与
に
係
る
免
許
状
の

種
類
等
に
対
応
す
る
も
の
の
ほ
か
、
授
与
権
者
が
別
に
定
め
る
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力

等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
三
号
備
考
中
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
三
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

徳
島
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
徳
島

県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
組
織
）

第
二
条

審
査
会
は
、
委
員
五
人
以
内
で
組
織
す
る
。

（
委
員
）

第
三
条

省
令
第
三
条
第
一
項
の
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ

る
者
と
す
る
。

一

医
療
、
心
理
、
福
祉
又
は
法
律
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

二

そ
の
他
徳
島
県
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

２

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す

る
。

（
会
議
）

第
四
条

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２

会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
に
対
し
て
会
議
へ
の
出
席
を
求
め
、
そ

の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

審
査
会
の
会
議
は
、
公
開
し
な
い
。

４

委
員
は
、
自
己
が
直
接
の
人
間
関
係
又
は
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議

事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
庶
務
）

第
五
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
教
職
員
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
雑
則
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
査
会

に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
七
日

徳
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長

岡

田

好

史

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

生
活
安
全
企
画
課
に
、
許
可
事
務
指
導
室
を
置
く
。

第
九
条
第
十
六
号
中
「
第
十
五
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

許
可
事
務
指
導
室
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

第
十
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

第
二
十
五
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

雑
踏
警
備
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
人
材
育
成
推
進
室
」
の
下
に
「
、
許
可
事
務
指
導
室
」
を

加
え
、
同
項
の
表
人
材
育
成
推
進
室
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

許
可
事
務
指

上
司
の
命
を
受
け
て
そ
の
所
掌
に
属
す
る

警
視
又
は
警
察
官

導
室
長

事
務
を
掌
理
す
る
。

以
外
の
警
察
職
員

指

導

官

上
司
の
命
を
受
け
て
高
度
な
知
識
又
は
経

警

部

許
可
事
務
指

験
を
必
要
と
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

導
室

専

門

官

上
司
の
命
を
受
け
て
高
度
な
知
識
又
は
経

警
察
官
以
外
の
警

験
を
必
要
と
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

察
職
員

室

長

補

佐

上
司
の
命
を
受
け
て
担
当
す
る
事
務
を
処

警
部
又
は
警
察
官

理
す
る
。

以
外
の
警
察
職
員

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
刑
事
企
画
課
の
部
刑
事
企
画
管
理
官
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

捜
査
支
援
分

犯
罪
捜
査
の
支
援
分
析
に
関
す
る
こ
と
。

警

視

析
管
理
官

第
三
十
一
条
の
表
副
署
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

広

聴

官

上
司
の
命
を
受
け
て
署
に
お
け
る
広
聴
事
案
及
び
市
民
か

警
視
又
は
警
部



ら
の
相
談
事
案
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
三
十
一
条
の
表
広
聴
官
の
項
を
削
り
、
同
表
課
長
代
理
の
項
中
「
又
は
警
部
補
」
を
「
、
警
部
補
又

は
警
察
官
以
外
の
警
察
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


